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明治 6年 10月から文部省製本所が刊行した『文部省発行教育錦絵』（図 1－104）
は、教育を根幹とする新しい国家樹立の考えを反映した、就学前児童を対象とす
る「浮世絵形式の教材」とも言えるもので、二代国輝ら複数の絵師の筆で制作さ













の正確な翻刻部数は不明である。明治 7年『文部省雑誌 第 22号』に掲載された
明治 6年の「文部省蔵版書籍府県翻刻之数」によれば、同年時点の全府県が 65ほ
どであった状況で 35府県から出された総翻刻部数は「五十音図」が 1万 2900部





































































































































































図 145）や狩野良信等『教草』（明治 5年／1872年、図 105－108）等の物産図、教
訓図、楊州周延「開化養蚕之図」（明治 12年／1879）のような養蚕図、歌川芳藤
のおもちゃ絵１６（図 174）などに大別することができる。挿絵としては河鍋暁斎









































































































































































ラーク（Timothy. T Clark） “Some preparatory drawings by Yoshitoshi and their 
































の百科全書(William and Robert Chambers, Chambers’s Information for the 
































































































































                                               
１ 佐藤秀夫「総説―掛図の研究・序説―」佐藤秀夫・中村紀久二編『文部省掛図
総覧』1巻、東京書籍、昭和 61年、6-7頁。 
２ 前掲注 1、佐藤氏、7頁。 
３ 本文第 2章第 1節で後述。 
４ 前掲注 1、佐藤氏、7頁。 
５ 辻惟雄『日本美術史』美術出版社、平成 15年版、4頁等。 
６ 田中英道『日本美術全史』講談社、平成 7年、24頁。 




















                                                                                                                            
１０ 辻惟雄、大久保純一『原色日本の美術』18巻「浮世絵」、小学館、平成 6
年、184頁。 
１１ 小林忠『江戸浮世絵を読む』ちくま新書、平成 14年、14頁。 













治の画家たち 文明開化のはざまに』ぺりかん社、平成 4年、21頁参照。 





２１ 前掲注 7、菅原氏、17頁。 
２２ 前掲注 7、菅原氏、9頁。藤懸静也『増補浮世絵』雄山閣、昭和 21年、275-276
頁。 
２３ 前掲注 7、菅原氏、11頁。 
















日本の版画』昭和 49年新装版（初版昭和 46年）、三彩社、137頁。 
２９ ヘンリ－・スミス（Henry D. Smith Ⅱ）「幕末浮世絵の時間と空間－玉蘭
斎貞秀を中心に－」『浮世絵芸術』122号付録、日本浮世絵協会、平成 9年。 
３０ 菅原真弓「月岡芳年歴史画考」『美術史 141号』美術史学会、平成 8年、
64－77頁。 





３３ “Although they are drawings and woodblock prints intended for a popular 
audience, surely these works by Yoshitoshi with historical themes are 
important precursors of what came to be called ‘history painting’ (rekishiga) 
in the late Meiji era.”, Timothy T. Clark, “Some preparatory drawings by 
Yoshitoshi and their relationship to history painting of Meiji Era.”『浮世絵芸
術』138号、国際浮世絵学会、平成 13年、ⅱ頁。 
３４ 山口昌男「美術史におけるマンガの位置」『マンガの時代』平成 10年、東京
都現代美術館（会期；平成 10年 10月 3日―12月 13日、会場；東京都現代美
術館）、11-27頁。清水勲『漫画の歴史』岩波書店、平成 3年。 
３５ 前掲注 18、樋口氏、本文 42頁上段。 
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引用文 114頁、図版 75頁。 
３８ 東武美術館『浮世絵の子どもたち図録』東武美術館、平成 6年。展覧会『浮
世絵の子どもたち』は東武美術館にて平成 6年 6月 11日～同年 7月 17日開催。 
３９ 前掲注 38、東武美術館、148頁。 
４０ William and Robert Chambers, Chambers’s Information for the People, 
Vol. 1-2, New and improved edition, Edinburgh, 1874-75, 5th ed., rpt. Eureka 
Press, Tokyo, 2005.  
４１ 中村紀久二「解題」佐藤秀夫・中村紀久二編『文部省掛図総覧』2巻、東京
書籍、昭和 61年、3－9頁。 
４２ 北海道立帯広美術館『明治の浮世絵版画』北海道立帯広美術館、平成 10年 6








































































第１節  江戸時代の教育制度と寺子屋、藩校 
29 
 


















































































































































































































































































表 1 学齢児童の就学率（明治 6 年～12年） 
年次 男 女 平均 
  ％ ％ ％ 
明治 6 39.9 15.1 28.1 
明治 7 46.2 17.2 32.3 
明治 8 50.8 18.7 35.4 
明治 9 54.2 21.0 38.3 
明治 10 56.0 22.5 39.9 
明治 11 57.6 23.5 41.3 














6年には 1万 3千に達しない学校数が 2年後には 2万 4千を超えている。女子の就学







表 2 小学校の学校数・教員数・児童数・就学歩合 
年次 学校数 教員数 児童数 修学歩合（％） 
男 女 計 
明治 6年 12,558 25,531 1,145,802 39.9 15.1 28.1 
明治 7年 20,017 36,866 1,714,768 46.2 17.2 32.3 
明治 8年 24,303 44,664 1,928,152 50.8 18.7 35.4 
明治 9年 24,947 52,262 2,067,801 54.2 21.0 38.3 
明治 10年 25,459 59,825 2,162,962 56.0 22.5 39.9 
明治 11年 26,584 65,612 2,273,224 57.6 23.5 41.3 
明治 12年 28,025 71,046 2,315,070 58.2 22.6 41.2 
細谷俊夫ほか編「教育統計；学齢児童・生徒の就学状況；32.学齢児童・生徒；表 32-1学齢児童数









































され、明治 5年 9月、文部省編集寮が廃止され、同 6年 3月には編書課・翻訳課が文
書局中に設けられた。翻訳課は輸入翻訳書を取扱い、教科書以外にも翻訳を担当した。





表 3 明治 9・10年東京書籍館収集翻訳書３２ 
矢治佑起「『幼学綱要』に関する研究－明治前期徳育政策史上における意味の検討」『日本の教育



















東京書籍館 明治 9年度蒐集明細 
   
  英吉利書 仏蘭西書 独逸書 和蘭書 伊太利書 
文部省交付 420 7 25 16 - 
内務省交付 2 4 - - - 
諸学校交付 5 - - *6470 - 
内外人納付 52 3 130 9 1 
請求 18 125 - - - 
交換領受 34 7 19 - - 
交托 317 93 12 - - 
    
*開成学校交付 
表 4 教育博物館 明治 10年増加分の洋書の内訳 






理学及化学書 96冊 24冊 5冊 
天文及地理書 172冊 -   
地理及博物書 - 47冊 11冊 
数学書 300冊 28冊 3冊 
博物学 68冊 - - 
医学書 38冊 - - 
文学及詩歌学 380冊 - - 
政科及修身書 128冊 - - 




















ダー』と通称されているアメリカの英語教科書Marcius Willson, The First Reader of 





ェンバース兄弟が著した教訓的寓話集William and Robert Chambers, The Moral 













期とは一般に、この全体を総称し明治 12年から 10年代末頃までを指す。 
制度上の主な変更点としては次のようなものがあげられる。 
・ 学区制の廃止。地方自治体に教育行政の責任を分担。 









表 4 公私立小学校の就学率（％） 
年度 男子 女子 平均 
明治 11年 57.58 23.50 41.26 
明治 12年 58.21 22.59 41.16 
































漢籍  『論語』『孟子』『中庸』『礼記』『朱子』『曽子』『大学』 





















































                                               
１ 前掲注 1章‐14、森本氏。 
２ 海後宗臣、仲新『東書選書 43 教科書でみる近代日本の教育』東京書籍、昭和 54
年、11頁。 
３ 前掲注 2、海後、13頁。 













































                                                                                                                                
５ 前掲注序章-41、中村氏、5頁。 
６ 神辺靖光「明治初期における藩立中学校」『国士舘大学文学部人文学会紀要 第
13号』昭和 56年、3－7頁に明治 2－5年における藩校に由来する中学校一覧がある。 













１４ 前掲注 10、石川氏。 
１５ 牧野吉五郎『明治期啓蒙教育の研究』御茶の水書房、昭和 43年、15頁。 
１６ 金子照基「第一章 明治初期教育政策のイデオロギー的背景」『明治初期教育行
政史研究』風間書房、昭和 42年 1967年、3-40頁。 
１７ 農民一揆の詳細は大島美津子『歴史新書 116 明治のむら』教育社、昭和 52年、
55-57頁に詳しい。 
１８ 神祇省は明治 4年 8月 8日（1871年 9月 22日）－明治 5年 3月 14日（1872
年 4月 21日）、教部省は明治 5年 3月 14日（1872年 4月 21日）から明治 10年（1877
年）1月 11日。 
１９ 明治元年 2月 22日、参与内国事務判事玉松操、参与神祇事務局判事平田鉄胤、
同矢野玄道に学校掛の辞令が下された（土屋忠雄「「学制」以前の動き」『明治前期
教育政策史の研究』講談社、昭和 37年、5頁）。 
２０ 明治 2年正月、兵庫県知事伊藤博文「国是綱目」第五条。 
２１ 前掲注 19、土屋氏、3－32頁。 
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２２ 明治 4年 11月 12日、理事官田中不二麻呂らが太平洋会社汽船アメリカ号で横浜
を出航、特命全権大使として欧米教育調査。 
２３ 前掲注 2、海後氏、26頁。 
２４ 文部省『学制百年史』帝国地方行政学会、昭和 47年、195頁。 
２５ 原文は近代デジタルライブラリー『学制』明治 5年、資料 ID 000000455228、
1-2頁（最終閲覧、平成 25年 11月 25日）。 
２６ 前掲注 19、土屋氏、80頁。 
２７ 前掲書 42、中村氏、「解題」3頁。 
２８リチャード・ルビンジャー「明治期日本の非識字率について」『人文学報』第 86













３４ 前掲注 17、大島氏、25-34頁。 
３５ 前掲注 24、文部省、197頁。 
３６ 前掲注 32、矢治氏。 
３７ 夏雨「明治期修身教科書の研究－『小学修身訓』を通して－」『東北大学教育学
部研究集録 21』、平成 2年。 
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No.327「志んぱん子ども職人尽」歌川芳幾 嘉永 5年 
No328「いろは人文字」作者未詳 天保頃 










































































































































































































































第 2 節 大教院による風俗統制と戯作・歌舞伎・浮世絵界の反応 































第一條  一、敬神愛国ノ旨ヲ体スヘキ事  
第二條  一、天理人道ヲ明ニスヘキ事  










いた。例えば、教部省布達では明治 5年 8月に以下のような統制を発している３２。 
 





三条の教則に基づく教部省の方針に合致させることを目的に、明治 5年 5月 17日












治 5年 6月） することを宣言し、竜王が魚に文明開化の必要性を訓示する戯作『大




































































































（一） 楊洲周延 「幼女禮式教育之圖」（図 115） 
制作年代  未詳 
所蔵  筑波大学附属図書館 
材質形状  大判錦絵 
 法量（㎝）縦 37×横 24 
 数量  三枚続き 
左図画面左下に隅切り角型（角の外に丸）で黒字印あり。黒枠内に以下の記
載あり。 
「明治  年  月印刷 











































 法量（㎝）縦 38×横 25 
 数量 三枚続き 
左図画面左下に角型黒字印あり。黒枠内黄色地に以下の記載あり。 
「明治  年  月  日印刷 
仝   年  月  日発行 
日本橋区本銀町二丁目十二番地 
印刷並二発行人 武川  吉」 
右図画面右下に「楊洲／周延」 
同図は早稲田大学附属演劇博物館にも所蔵される。配色は同じで、「明治廿五年 月 


























（三） 楊洲周延「女禮式給仕之圖」（図 117） 
制作年代 明治 23年 
所蔵 筑波大学附属図書館 
材質形状 大判錦絵 
 法量（㎝）縦 36×横 26 
 数量 三枚続き 
右図画面右下に黄色地角型で黒字印あり。黒枠内に以下の記載あり。 
「明治廿三年  月印刷 
















































































































































































３ 前掲注 2、稲垣氏、224頁中段。 
４ 前掲注 2、稲垣氏、225頁上段。 
５ 西川祐信の絵本を典拠とすると考えうる作品の一覧については、伊藤千尋「子ど
も絵に見られる上方絵本からの影響について」『第 18回国際浮世絵学会秋季大会資
料』（学習院大学、平成 25年 11月 17日）に詳しい。 
６  前掲注 2、稲垣氏、226頁中段。 
７ 小林忠監修、中城正堯編集『公文浮世絵コレクション 江戸子ども百景』河出書房
新社、平成 20年、64頁。 
８ 子ども絵のカタログとして前掲注 79の他、小林忠監修『公文浮世絵コレクション 
母子絵百景―よみがえる江戸の子育て―』河出書房新社、平成 20年を参照した。 
９ 前掲注 8、上笙一郎「＜江戸時代＞の子どもたち」、221-2頁。 
１０ 前掲注序章‐13、岩切信一郎「教訓絵」、173頁。 
１１ 他に西村貞、藤沢衛彦『日本版画美術全集 第 6巻』講談社、昭和 36年、118
頁では「教訓絵」について「勧善懲悪の理を子供に分からせようとしたもの。明治初
年、文部省製本所で発行したものは優れている。」と評している。 
１２ 石川松太郎『往来物の成立と展開』雄松堂出版、昭和 63年、1頁。 
１３ 前掲注 12、石川氏、13頁。 
１４ 前掲注 12、石川氏、13-14頁。 
１５ 前掲注 12、石川氏、15頁。 
１６ 前掲注 12、石川氏、75頁。 
１７ 土浦市立博物館編『土浦市立博物館第 20回特別展図録 幼稚園誕生－土浦幼稚
園と明治期の教育玩具－』（土浦市立博物館、平成 10年）では「文部省発行教育錦




                                                                                                                                
１８ 平成 9年筑波大学付属図書館「明治のいぶき 黎明期の近代教育―幻燈・錦絵・
教科書―」展図録 34-36頁。会期；平成 9年 8月 4日―8月 9日、会場；丸善日本橋
店 4階ギャラリー。 








２３ 前掲注 1、佐藤氏、7頁。 
２４ 前掲注 1、佐藤氏、7-21頁。 






２８ 前掲注 1、佐藤氏、「解題」、7頁。 






３２ 前掲注 31、小河原氏、110頁。 













３７ 前掲注 36、塩谷氏、33-36頁。 
３８ 新藤茂「錦絵から芝居へ」『歌舞伎』14号、平成 6年 12月。 
３９ 三川智央「明治初期の戯作の動向Ⅱ－〈実〉という価値観をめぐって－」『人間
社会環境研究 第 25号』金沢大学、平成 25年、125－138頁では、仮名書魯文は「〈実
用〉もしくは〈有用〉〈有益〉といった価値観に関心を持ちながらも、それを本気で
自らの著作に持ち込むまでには至らなかった」との解釈が行われている。 
４０ 岩切信一郎『明治版画史』吉川弘文館、平成 21年、451頁。 

























頁、平木浮世絵財団、平成 24年。会期；平成 24年 9月 1日―10月 28日、会場；
平木浮世絵美術館。 
４６ 前掲注 45、吉田氏、67頁。 











５１ 三好信浩『日本女子産業教育史の研究』風間書房、平成 24年、6頁。 
５２ 山﨑信子「近代日本における〈家庭教育〉－明治期に見られる「主婦」の位置づ



















国際浮世絵学会、平成 24年および前掲書 114。 






























法量  大判錦絵、縦 104枚 
形質   錦絵大判型、奉書紙 
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出版  文部省製本所 
作者   歌川二代国輝ほか 
制作年  明治 6年（1873）－ 




























































幼童翫嬉品 七種 畫 百二枚 
    噐 六種 





（Samuel Smiles５, Self-help: With Illustrations of Character, Conduct, and 
Perseverance, London, 1859.）や、チェンバース兄弟著『万人の知識』（William and 
Robert Chambers, Chambers’s Information for the People, 1874）等を示すことが
先行研究で明らかになっている６。“Self-help”については、これを翻訳した中村正
直訳『西国立志編』（1871年）の文面が、本作品の詞書とほぼ一致するため、底本






























































1．衣喰住之内家職幼繪解之圖       20枚  曜齋國輝画  
2．農林養蚕図うち茶・蕨・杉の用   8枚 曜齋國輝 
3．「教訓道徳図」      11枚  
4．「西洋器械発明家図」     15枚  
5．「数理図」     6枚   
6．「木挺・滑車図」    16枚   
7．「空気浮力図」     2枚    
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8．幼童絵解運動養生論説示図    2枚  曜齋國輝画 
9．「器械体操組立図」    3枚     
10．「馬車組立図」    3枚     
11．「西洋人形着せ替図」    10枚  

































































































































洋紅  女性の着物の半襟や炎に使用 
紫  職人の法被に使用 
代赭  茶色がかる。法被や焼き石に使用 
ベロリン藍 法被や瓦に使用 
水色   水面や股引に使用 
緑  畳や木の葉に使用 
石黄（きおう） 木材の側面や一部の外題に使用 
薄墨  石、煙、色の濃淡を付ける際に使用 









1. 衣喰住之内家職幼繪解之圖      20枚  曜齋國輝画  
2. 農林養蚕図うち茶・蕨・杉の用 8枚 曜齋國輝画  
うち稲の成育法と用  5枚 Ａ   
89 
 
うち養蚕と蚕の用  3枚 Ｂ  
3. 「教訓道徳図」     11枚 Ｂ 
1. うち「早朝の掃除」  Ｄ   
4. 「西洋器械発明家図」    15枚 Ｃ 
5. 「数理図」    6枚 Ｄ 
6. 「木挺・滑車図」   16枚 Ｂ  
7. 「空気浮力図」    2枚 Ｂ  
8. 幼童絵解運動養生論説示図   2枚  曜齋國輝画  
9. 「器械体操組立図」   3枚 Ｅ   
10. 「馬車組立図」   3枚 Ｅ   

















































































































































































































































れば延享・寛延期(1744-1750)の凧の寸法は縦 43×横 33センチメートル（縦横比 13
対 10）である３７。これは、延享から明和にかけて流行した紅摺絵や墨摺り絵の大判


































































































































































































































































































































































４ 『文部省第一年報』明治 6年文部省。（『文部省第一年報』宣文堂 昭和 39年復
刻 117頁）。 
５ Samuel Smiles(1812-1904), William Chambers(1800-1883), Robert 
Chambers(1802-1871) 
６ 前掲注序章-41、中村氏、5頁。 
７ 東洋文化協会編『幕末明治大正 回顧八十年史 第 5輯～第 8輯』東洋文化協会、




                                                                                                                                
８国立教育研究所による調査を報告した佐藤・中村氏、前掲注序章-1、41で詳細な版
ごとの違いが示されている。 
９ 新政府の政策を伝え啓蒙したことで知られる日進堂『新聞雑誌』明治 7年 11月 22
日付でも広く周知されている（明治ニュ－ス事典編纂委員会、コミュニケ－ションズ











１１ 前掲注 2章 40、岩切氏、70－71頁。 
１２ 前掲注序章-41、、中村氏「解題」による。 
１３ 肥田晧三『立版古考』日本浮世絵協会、昭和 41年、11頁。 
１４ 斉藤月岑「武江年表」 
１５ 五代森本順三郎「明治の浮世絵師 歌川国利（上）（下）」『浮世絵芸術』115
号、日本浮世絵協会、平成 7年、14頁。同『浮世絵芸術』116号、平成 7年、6頁。 
１６ 前掲注 13、肥田氏。 
１７ 前掲注序章-18、樋口氏、15頁。 
１８ 藤懸静也『増訂浮世絵』雄山閣、昭和 48年、271-272頁。 






                                                                                                                                
２１ 岩切信一郎氏は「メディアとしての近代版画史 第 1回 錦絵新聞」『版画芸術』
119頁において錦絵新聞の報道性について論じる中で、明治 7年から増え明治 10年
に西南戦争絵が登場する頃までを盛期としている。 

























未来社、昭和 61年および前掲注 31、比毛氏。 
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３５ 前掲注 31、比毛氏、33頁。 
３６ 前掲注 32、斎藤氏、58-63頁。 



















４２ 前掲注 32、斎藤氏、58-63頁。、 









４５ 前掲注 32、斎藤氏「角凧と浮世絵の関連性」、62頁。 
４６ 前掲注 32、斎藤氏、66頁。 
４７ 前掲注 32、斎藤氏「角凧と浮世絵の関連性」、58-63頁。 






５１ 斎藤忠夫『凧の民俗誌 種類・由来・慣習』未来社、昭和 61年。比毛一朗『凧大








５５ 前掲注 31、比毛氏、48頁。 









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 6 歌川二代国輝作品目録（暫定） 
画題種別（小計） 作品名（和暦・西暦） 
街道絵、名所絵（80点） 江戸ノ富士十景（安政 1,1854）、東海道[御上洛東海道の内二代国綱筆] 59点・東
都名所日本橋 子供阿そび・頼朝公上京之図・大伽藍法要之図（文久 3,1863）、富
士山諸人参詣之圖・末広五十三次 10点・東海道大井川行列之図（慶応 1,1865）、
江戸名所合の内 小性吉三 小金井・富士山諸人参詣之圖（慶応 3,1867）、従上総下
総海辺富士遠望（明治 1,1868）、東京名所一覧獨案内（明治 2,1869）、四ツ谷新
宿太宗寺（不明） 
役者絵・美人絵（54点） 本朝美人伝（弘化 4,1847）、雪月花の内 月・初元結曽我鏡台（嘉永 2,1849）、東
山月 室町雪  （嘉永 6,1853）、番随院長兵エ寺西閑心の屋敷において最後がうゆ
うの図（安政 3,1856）、青砥縞花紅彩画（文久 2,1862）、鬼一法眼三略巻（文久
3,1863）、鉢木物 6点（元治 2,1865）、誠忠義士伝 4点・守田座当振舞図 （慶
応 1,1865）、大山参詣 日本橋之図・勝間主膳・飯塚数馬・勝間妾お由・九郎判官
義経・白拍子静（慶応 2,1866）、義経千本桜・詞花開末広 六点・当世姿見合 九点・





















井組三階家西洋形之圖・東京名勝之圖 浅草電信局（明治 7,1874）、東京江戸 品
川高輪風景（不明） 
武者絵、合戦絵（7点） 甲越両将川中島大戦全・義経十九臣之図全（安政 6,1859) 、天目山勝頼討死ノ図（文
久 1,1861）、源頼朝公奥州征罰高舘之諸城ヲ攻落ス・源頼朝公富士ノ狩場行列ノ図・
富士之裾野曽我兄弟報讐之図（明治 1,1868）、太平記石山合戦（明治 2,1869） 







相撲絵（14点） 秀ノ山稽古場繁栄之図（安政 7,1860）、勧進大相撲土俵入之圖（文久 3,1863）、
十二代横綱力士陣幕久五郎土俵入の図・○大纏長吉（慶応 1,1865）、徳○小柳常吉・

























































































狩野晏川 伊川院ノ門ニ学ブ 明治七年文部省奉職 同十五年内国絵画協進会ニ
於テ褒状ヲ授与セラル 同十六年宮内省ヨリ御軸物御屏風ヲ被命 同廿五年一月
歿ス歳八十三 













狩野晏川 文部省（明治 7年）、博物局（明治 8年） 
狩野永悳 博物局（明治 22年） 
狩野良信 博覧会事務局（明治 5年）、文部省（6年） 
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１ ビゲローはこのコレクションを 1882-1889年の日本滞在中に蒐集し、その多くを
1890年にボストン美術館に寄託、1911年に寄贈した。 
２ 東京都江東区亀戸 4－35－12。 
３ 東京都江東区亀戸 3－42－1。 





成 新装版〈第二期〉11』吉川弘文館、平成 6年、169頁、191頁参照。 
７ 瀬木慎一『江戸・明治・大正・昭和の美術番付集成 : 書画の価格変遷 200年』里




館、明治 33年 2版（国立国会図書館蔵）、91頁参照。 


























１７ 前掲注 2章-40、岩切氏、45頁。 











術研究(錦絵特集 論文編)』、平成 14年、33－42頁。 
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２５ 本稿では個人情報保護の観点から、墓所については公的機関が公開した情報のみ
掲載し、戒名は浮世絵師名が推測できるものに限り書き起こした。 























３５ 仮名垣魯文『名聞面赤本』（嘉永 2年）、『増補 私の見た明治文壇 1』「稗史年
代記の一部」所収、東洋文庫 759、平凡社、平成 19年、164頁参照。 
３６ 前掲注 35、167頁。 
３７ 前掲注 34、55頁。 
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３８ 樋口弘「幕末明治の浮世絵師伝」『幕末明治の浮世絵師集成』昭和 37年改訂増
補版、88頁。 




４０ 江東区登録文化財（歴史史料）。『江東区の文化財 6 亀戸Ⅰ』江東区地域振興課
文化観光課文化財係編・刊、平成 22年、20頁参照。 
４１ 前掲注 34、吉田氏、57頁。 亀戸天神社における臨地調査の際に社務所より受領






















                                                                                                                                
４７ 前掲注序章-18、樋口氏、14, 72頁。なお、初期には国芳風の武者絵を相当数描い
ている。 
４８ 前掲注 24、沖田氏。 
４９ 前掲注序章-7、菅原氏、318頁。 
５０ 藤澤茜「三代歌川国輝」項、前掲注 211、55頁。二代国輝が没した明治 7年から
三代国輝が活躍したとされる明治 19年までに 12年の間が空いているが、画号継承
の背景や理由は明らかでなく、今後の検討課題としたい。 







５３ 橋本雅邦「木挽町画所」『国華』3号、明治 22年、15-20頁。 
５４ 狩野忠信「明治維新以来狩野派沿革」、青木茂編『明治日本画史料』中央公論美
術出版、平成 3年、368－395頁。 
５５ 狩野永悳「狩野派鑑定法ニ就テ」（前掲注 54、363頁、左より 5行目）、佐藤道




都国立博物館、平成元年）、同「試論 狩野派の終焉」前掲注 54、433－468頁。 
５７ 前掲注 54、佐藤「狩野派の終焉」448頁。会期；平成元年 2月 28日―4月 2日、
会場；京都国立博物館。 
５８前掲注 54、佐藤「狩野派の終焉」448-449頁。 
５９ 高木凛『最後の版元: 浮世絵再興を夢みた男・渡邊庄三郎』講談社、平成 25年、
21頁。 
６０ 前掲注 53、雅邦。 
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６１ 安村敏信「江戸狩野派の変貌」『江戸狩野派の変貌』展図録、板橋区立美術館、
平成 2年、73－74頁。佐藤「狩野派の終焉」前掲注 54、青木、441頁。会期；平成
































































































































































































                                               
１ 本論に先立つ研究として、筆者は歌川国貞門人の二代国輝による教育錦絵を取り上
げ、その画題選択の方法について論じた（岡野素子「《文部省發行教育錦繪》の研究」
















                                                                                                                                
３ 朝倉治彦解説「鍬形蕙斎画《職人尽絵詞 三巻》東京国立博物館蔵」『江戸職人づ
くし』岩崎美術社 、昭和 55年。詞書は四方赤良、手柄岡持、山東京伝。 
４ 永田生慈監修・解説『北斎漫画 第 1巻－第 3巻』東京美術、平成 14年。 
５ 国立史料館編『明治開化期の錦絵』東京大学出版会、平成元年、14頁。 
６ 小野忠重『西洋職人づくし』（岩崎美術社、1970年）15頁で著者は西洋の職人尽
くし絵について Hans Sacks, Jost Amman, “Standebuck”(1568)を紹介し、更に日本
の職人尽くし絵を肉筆と版本に分けて列挙されている。 
７ 石山洋解説『江戸科学古典叢書六 七十一番職人歌合／職人尽絵／彩画職人部類』
恒和出版、昭和 52年、解説 20頁。 
８ 遠藤元男『日本職人史』雄山閣、昭和 42年、28－32頁。 
９ 前掲注 7、石山氏「解説」27頁「四．『職人尽絵』屏風」による紹介。 
１０ 吉田光邦『日本科学技術史』昭和 36年、前掲注 257、石山氏解説。 


























法量  30枚 ; 37×50cm 
形質   奉書紙 
出版  博覧会事務局 
作者   溝口月耕、宮本三平、狩野良信等画 
制作年  明治 5年－明治 9年（1872－1876） 






して福沢諭吉『童蒙教草』があり、これはWilliam and Robert Chambers, The Moral 







『教草』は、1872（明治 5）年から 1874（明治 7）年にかけて 34枚製作されたが、














表 7 国会図書館蔵版『教草』担当絵師一覧 
画題 撰者、述者 挿画 
稲米一覽 丹波修治述 溝口月耕画 
糖製一覽 安岡百樹録 中嶋仰山圖 
養蠶手びき草 南部陳撰 宮本三平画 
生絲製法一覽 信夫粲撰 溝口月耕画 
樟蟲製法一覽 信夫粲編撰 菅蒼圃画 
野蠶養法一覽 信夫粲述 菅蒼圃画 
葛布一覽 鶴田清次、佐々井半十郎撰 中嶋仰山画 
苧麻製法一覽 武田昌次述 山崎董[セン]画 
草綿一覽 鶴田清次、佐々井半十郎撰 中嶋仰山画 
製絲草木一覽 武田昌次述 山崎董[セン]画 
素麺一覽 丹波修治述 溝口月耕画 
葛わらひかたくり製粉一覽 丹波修次述 中島仰山画 
藍一覽 安岡百樹録 狩野良信圖 
青花紙一覽 山本章夫撰 溝口月耕画 
製茶一覽 加藤景孝編述 中嶋仰山圖画 
烟草一覽 南部陳編撰 狩野良信圖画 
漆製法一覽 武田昌次撰 山崎董[セン]圖 
蒔繪廼教草 加藤景孝識 狩野良信画 
蝋製法一覽 武田昌次述 山崎董[セン]畫 
白柿并柿油一覽 山本章夫撰 溝口月耕畫 
疊表一覽 山本秀夫述 溝口月耕画 
香蕈一覽 丹波修治述 溝口月耕画 
蜜蜂一覽 丹波修治編撰 溝口月耕圖画 
油一覽 武田昌次述 服部雪齋画 
べに一覽 武田昌次述 服部雪齋,山嵜董[セン]画 
澱粉一覽上 武田昌次述 服部雪齋画 
澱粉一覽下 武田昌次誌 服部雪齋畫 
褐腐一覽 榊原芳野原稿、武田昌次抄録 服部雪齋画圖 
豆腐一覽 榊原芳野原稿、武田昌次抄録 服部雪齋畫 




 絵師は溝口月耕が 8図と最も多く、続いて服部雪齋 6図、中嶋仰山 4図、山崎董[セ













































































性の大工を描いた図が 20図（図 1-20）、農林業を主題に男女の協業を描いた図が 8



































































































































第４節 博物局付絵師 狩野良信をめぐって 
1項で述べた文部省が『文部省発行教育錦絵』刊行に際し「模擬」した「先案」で













員して第 4版を翻訳開始した。実際の推進は、明治 6年（1873）11月 24日より文
部省に出仕し編書課長となり、文部省内で儒教主義的徳育の強化政策を担った西村茂








1833-35 原書、第一版 イギリスで刊行 
1842   第二版刊行 
1848-49 第三版刊行 
1857   第四版刊行 
1871    文部省編集寮編集頭・箕作麟祥、洋学者を 
動員し翻訳開始        
1873-83  文部省から 5項目毎の分冊で刊行 




     「六号叢談」付録「重学浅説」として刊行 
1859  日本、開成所 蕃書調所が翻訳出版  
     単行本「官版 重学浅説」 
1860   民間業者により出版  








































































                                               




３ 前掲注 2章-51、三好氏、25－56頁。松川半山『新撰養蚕往来』（明治 6年／1873）
にも類型が見いだされる。 
４ 柿﨑博孝「館蔵資料の紹介 教草 第 12 葛粉一覧」『全人』NO.661、玉川大学出
版部、平成 15年 8月号、20頁。 






６ NDL－OPAC（国立国会図書館蔵書検索・申込システム）、平成 23年 10月 20日
時点デ－タより引用した。 
７ 前掲注 4章-39、樋口氏、88頁。 
８ 山梨県立美術館『近代日本洋画の源流 中丸精十郎とその時代』山梨県立美術館、
昭和 63年、36頁。 
９ 磯崎康彦『亜欧堂田善の研究』雄松堂書店,、昭和 55年、20頁。 
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１４ 前掲注 2章-51、三好氏、3頁。 
１５ 総合女性史研究会編『日本女性史論集 6 女性の暮らしと労働』吉川弘文館、平
成 10年、48－50頁。 
１６前掲注 2章-51、三好氏、23頁。 







育史編纂会編『明治以降教育制度発達史第 1 巻』教育資料調査会、昭和 13年、342
–344頁。 
２０ 田中の略歴は前掲注 15参照。 
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和 49年、331－334, 347－351頁。 
２３ 前掲注 22、333－334頁。 
２４ 細谷俊夫ほか編「教育統計；学齢児童・生徒の就学状況；32.学齢児童・生徒；表




Chambers’s Information for the People 別冊日本語解説、Eureka Press、平成 17
年、5－6頁。 
２７ 原文William and Robert Chambers, Chambers’s Information for the People, 
2nd ed., Edinburgh, 1842, rpt. Eureka Press, Tokyo, 2005.本稿では松永俊男氏によ
る翻訳を引用した（前掲注 25、5頁）。 














                                                                                                                                
３０ 書誌学的検討は前掲注 6章-29、福鎌氏（41－45頁）、杉村氏（138－140頁）
に詳しい。 
３１ 引用元は西村先生伝記編纂会編『泊翁西村茂樹伝 上巻』日本弘道会、昭和 8年、
378頁。西村茂樹任官に関しては杉村氏、前掲注 30、119頁を参照した。 
３２ 狩野良信については、前掲注 4章‐52、537頁。吉川霊華（きっかわ・れいか／
明治 8－昭和 4（1875－1929）は日本画家。復古大和絵を研究。大正 5年に鏑木清方
らと金鈴社を興す（前掲注 5、616頁）。 




筆」と極書されている。（前掲注 5章-7、石山氏、解説 22頁を参照した）。 

















































































表 3 明治 9・10年東京書籍館収集翻訳書５ 
 
東京書籍館 明治 9年度蒐集明細 










文部省交付 420 7 25 16 - 
内務省交付 2 4 - - - 
諸学校交付 5 - - *6470 - 
内外人納付 52 3 130 9 1 
請求 18 125 - - - 
交換領受 34 7 19 - - 
交托 317 93 12 - - 
    
*開成学校交付 






































表 4 教育博物館 明治 10年増加分の洋書の内訳 
  









理学及化学書 96冊 24冊 5冊 
天文及地理書 172冊 -   
地理及博物書 - 47冊 11冊 
数学書 300冊 28冊 3冊 
博物学 68冊 - - 
医学書 38冊 - - 
文学及詩歌学 380冊 - - 
政科及修身書 128冊 - - 























































































































































































                                               
１ 教育史編纂会編『明治以降教育制度発達史』第一巻、教育資料調査会、昭和 39年、
283－284頁。 
２ 前掲注 1章-19、土屋氏、55頁。 
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５ 前掲注 1章‐32、矢治氏、37－52頁。 







１０ 前掲注 1章-19、土屋氏、297－307頁。 
１１ 前掲注 9、文部省、164頁。 





１４ 前掲注 1章‐32、矢治氏、40頁 
１５ 前掲注 9、文部省、165頁。 
１６ 前掲注 1章‐32、矢治氏、37頁。 








                                                                                                                                
１９ 明治期の女性の家庭教育像に関しては真橋美智子「高学歴女性の家庭像と家庭教









ルズ『自助論』（Samuel Smiles, Self-help, London, 1859）、William and Robert 
Chambers, Chambers’s Information for the People, Edinburgh, 1874、中村正直
訳『西国立志編』（明治 4年／1871）、文部省刊のチャンブル著、後藤達三訳『百
科全書 重学』（明治 11年）、中国で刊行された『官版 重学浅説』（1863年）と
の比較を行う。また、ワーグマンが美術記者として挿画を担当したことで知られる『イ
































































































































第２節  Chambers’s Information for the People及び文部省『百科全書』 
『文部省発行教育錦絵』「木挺・滑車図」（図 69-84）は、William and Robert 
Chambers, Chambers’s Information for the People, Vol. 1-2, New and improved 
















の典拠となった中国版「重学浅説」は、その原典が、Chambers’s Information for the 
Peopleである」という説を示されたのであるが、著者は今回、図像を比較した結果、
































図 養蚕と蚕の用」を示した（本論第 6章第 2節）。「空気・浮力図」のうちの一枚
















1857年英国でWilliam and Robert Chambersにより、Chambers’s Information 


























































































































   
















































すなわち、「重学」の原著であるWilliam and Robert Chambers, Chambers’s 






























































































































「小堀流遊泳術之伝 無念の水練早合点 小堀常春著 文化補刻宝厂八年発行。游泳






























































『小学読本』はアメリカの教科書『ウィルソン・リーダー』（Marcius Willson, The 



















『小学読本』は内容をMarcius Willson, The First Reader of the School and Family 
seriesから引用し、また口絵図様を『西洋事情』から転載している。『西洋事情』の


































































年、240-241頁より。底本 Samuel Smiles; Self-Help: With Illustrations of Character, 
Conduct, and Perseverance, London, 1859. 
４前掲注 2、平川氏、4頁。 









１０ 仮称。『文部省発行教育錦絵』の内「6.木挺・滑車図」では 4枚目に該当する。 
１１ 刊行年に関しては前掲注 6章-26、松永氏解説を参照した。 
１２ 「ジムナスチック」という単語は「幼童絵解運動養生論説示図」の詞書の箇所に

















１６ 『百科全書』ウィルレム・チャンブル、 ロベルト・チャンブル 編、文部省、明
9－16年刊、請求記号 特 29－365、原本代替記号 YDM102589 (マイクロフィッシュ)。 
１７ 『文部省百科全書』「重学」文部省編 41[二]、後藤達三訳、青史社、昭和 59年、
















ニュ－ス」（1858年 3月 13日号）の銅版挿絵の Knuckle Downという遊びに似て
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２５ 前掲注序章-9、稲垣氏、119頁、図 143頁。 
２６ 田辺昌子『浮世絵のことば案内』小学館、2005年、41頁。 
２７福沢諭吉『西洋事情 初編 巻之１』慶應義塾出版局、明治 3年、扉頁。図像は
近代デジタルライブラリー『西洋事情』資料 ID 000000423963、















                                                                                                                                
３２ 西本喜久子「田中義廉編『小學讀本』巻一第一回に関する一考察－－『ウイルソ
ン・リ－ダ－』第 1読本との比較を通して」『広島大学大学院教育学研究科紀要 第

























































































































































































































































































図 1 衣喰住之内家職幼繪解ノ圖 1 










































































































































































































































































































図  5 衣喰住之内家職幼繪解ノ圖 5    
第六 [普請場地ならし] 
 















































































































































































































































































































































































































図 11 衣喰住之内家職幼繪解ノ圖 11   
第四 [経師屋] 
  
















































































































































































































図 13 衣喰住之内家職幼繪解ノ圖 13   
第六 [建具屋] 
 
図 14 衣喰住之内家職幼繪解ノ圖 14   
第七・六 [石工・水縄] 
「建具屋























































































































































































































































図 17 衣喰住之内家職幼繪解ノ圖 17   
十四 [左官（下塗り）] 
 








































































































































































































































図 21 農林養蚕図 1 [稲の生育方と用] 
（1） 
 









図 23 農林養蚕図 3 [稲の生育方と用] 
（3） 































































































































































































































































































図 28 農林養蚕図 8 茶を製す図 
 
 













































































































































































図 30 農林養蚕図 10 蕨の用 
 
 










































































































































図 32 農林養蚕図 12 杉の苗仕立方 
 
 













































































































図 34 農林養蚕図 14 養蚕と蕨の用
（１） 
 
図 35 農林養蚕図 15 養蚕と蕨の用
（２） 
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図 38 ［教訓道徳図］2 勉強する童男 
 
 























































































































図  48  ［西洋器械発明家図］ 1     




図  49  ［西洋器械発明家図］ 2     








































図  50  ［西洋器械発明家図］ 3     
[英国 此耳 ピール (印花草機）]  
 
図  51  ［西洋器械発明家図］ 4     



























































































































































図  56  ［西洋器械発明家図］ 9     
[仏国 玄爾満ヘイルマン （綿花梳機）] 
 
 
































































































































図  61  ［西洋器械発明家図］ 14     

























































図  62  ［西洋器械発明家図］ 15     
[伊国 秩襄 ティツイアーノ（人物画）] 
 






















































図 65 ［数理図］3[度量衡] (一) 
 
 





図 67 ［数理図］5[度量衡] (三) 
 








図 69 ［木挺・滑車図］1[木梃] （１）
 
図 70 ［木挺・滑車図］2[木梃] （２） 
 

















































































図 72 ［木挺・滑車図］4[木梃] （４） 
 
図 73 ［木挺・滑車図］5[木梃] （５）
 




























































図 75 ［木挺・滑車図］7[滑車] （１） 
 
図 76 ［木挺・滑車図］8[滑車] （２） 
 
















































図 78 ［木挺・滑車図］10[輪軸(２)] 
 
図 79 ［木挺・滑車図］11[斜面] （1） 
 































































































図 82 ［木挺・滑車図］14[楔] （２） 
「大酒盃
こ っ ぷ












































































































































を着けたる ／と同理なり ／空瓢 ／
を附 ／たるも ／よし ／西洋の ／ト
クリの ／口にして ／有 ／キルクを 





















図 87 幼童絵解運動養生論説示図 1  
[幼童絵解運動養生論説示図１] 
 














































































































図  89  ［ 器 械 体 操 組 立 図 ］ 1      
[器械体操組立図] （１） 
 
図  90  ［ 器 械 体 操 組 立 図 ］ 2       
[器械体操組立図] （２） 
 
図  91  ［ 器 械 体 操 組 立 図 ］ 3       
[器械体操組立図] （３） 
 





図 93 [馬車組立図]2[馬車組立て図] 
（２） 
 
図 94 [馬車組立図]3[馬車組立て図] 
（３） 
 
図  95  ［西洋人形着せ替図］ 1     
[西洋人形着せ替え図] （１） 
 





図  97  ［西洋人形着せ替図］ 3     
[西洋人形着せ替え図] （３） 
 
図  98  ［西洋人形着せ替図］ 4     
[西洋人形着せ替え図] （４） 
 
図  99  ［西洋人形着せ替図］ 5     
[西洋人形着せ替え図] （５） 
 





図  101  ［西洋人形着せ替図］ 7     
[西洋人形着せ替え図] （７） 
 
図  102  ［西洋人形着せ替図］ 8     
[西洋人形着せ替え図] （８） 
 
図  103  ［西洋人形着せ替図］ 9     
[西洋人形着せ替え図] （９） 
 





































         







図 110『教草』「養蠶一覧」 図 111『文部省発行教育錦絵』 








図 112『教草』  図 113『文部省－錦絵』   図 114「文部省－錦絵」 



































図 115 楊洲周延「幼女禮式教育之圖」 
図 116 楊洲周延「女禮式略圖」 




























図 119 二代歌川国輝「東都築地保互留館海岸庭前之図」明治 2年 
































































図 126 二代歌川国輝「古今珍物集覧」明治 5年 
5. 文部省『百科全書 重学』 
     










図 129Chambers's Information for the People, 1959. 
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 図 130   (a) 『文部省発行教育錦絵』「木梃」(1）（図 69再掲） 
  (b)-(d) 文部省『百科全書』18頁 
  (e)-(g) 『六号叢談』付録「重学浅説」４-5頁 







   (d) 
 
 図 131  (a) 『文部省発行教育錦絵』「木梃」（2）（図 70再掲） 
  (b) 文部省『百科全書』20頁 




  (b) 
 









 図 132  (a) 『文部省発行教育錦絵』「木梃」（3）（図 72再掲） 
  (b)-(c) 文部省『百科全書』21-22頁 
  (d) 『六号叢談』付録「重学浅説」6頁 
  (b) 
 




     
 図 133  (a) 『文部省発行教育錦絵』「木梃」（5）（図 73再掲） 
  (b) 文部省『百科全書』23頁 
  (b) 
 




     
 図 134  (a) 『文部省発行教育錦絵』「滑車」（1）（図 75再掲） 








     
 図 135  (a) 『文部省発行教育錦絵』「滑車」（2）（図 76再掲） 
    
  (b) 
 





   
 図 136  (a) 『文部省発行教育錦絵』「輪軸」（1）（図 77再掲） 
  (b)-(c) 文部省『百科全書』34頁 
    
   
 
(b) 
    
  
(a) 
     
 図 137  (a) 『文部省発行教育錦絵』「斜面」（1）（図 79再掲） 
  (b) 文部省『百科全書』46頁 
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  (b) 
 




     
 図 138  (a) 『文部省発行教育錦絵』「斜面」（2）（図 80再掲） 
  (b) 文部省『百科全書』46頁 
    











 図 139  (a) 『文部省発行教育錦絵』「楔」(1,2）（図 81-82再掲） 
  (b)-(d) 文部省『百科全書』50‐51頁 




    
(b)  





        
 









 図 140  (a) 『文部省発行教育錦絵』「螺旋」(1,2）(図 83-84
再掲） 
  (b)-(d) 文部省『百科全書』56頁 

















図 142 「お茶の水聖堂で催された  図 143「我国最初の徴兵検査」 






















図 146 歌川芳員「外国人男女子供遊」万延元年 
 
 
図 147 二代歌川広重「亜墨利加賑之図」 文久元年 
 






















































図 154 豊原国周「名優 九代目市川団十郎」 
 
 














図 156 新富座落成時の外観 
 



























































































































































































































   








    





図 183 二代歌川国輝        図 184大蔵永常『広益国産考 4』             































































                               
口絵                                                                        
























































作者 制作年 所蔵 出典、頁数 
 
『文部省発行教育錦絵』 36-37×24.5 
    
1 
衣喰住之内家職幼繪解ノ圖 1 第一 [家屋の設
計・割付] 
 二代歌川国輝 明治 6年／1873- 東書文庫 『文部省掛図総覧 2』、12 
2 衣喰住之内家職幼繪解ノ圖 2 第二 [樵夫]  二代歌川国輝 明治 6年／1873- 東書文庫 『文部省掛図総覧 2』、13 
3 
衣喰住之内家職幼繪解ノ圖 3 第三 [筏による木
材の運搬] 





衣喰住之内家職幼繪解ノ圖 4 第四 [木材の買
付け] 
 二代歌川国輝 明治 6年／1873- 東書文庫 『文部省掛図総覧 2』、15 
5 
衣喰住之内家職幼繪解ノ圖 5 第六 [普請場地
ならし] 
 二代歌川国輝 明治 6年／1873- 東書文庫 『文部省掛図総覧 2』、16 
6 
衣喰住之内家職幼繪解ノ圖 6 第八・九 [木挽・
墨糸ひき] 
 二代歌川国輝 明治 6年／1873- 筑波大学付属図書館 『文部省掛図総覧 2』、17 
7 
衣喰住之内家職幼繪解ノ圖 7 第十 [鉋けずり・
鋸ひき] 
 二代歌川国輝 明治 6年／1873- 東書文庫 『文部省掛図総覧 2』、18 
8 衣喰住之内家職幼繪解ノ圖 8 第十三 [上棟]  二代歌川国輝 明治 6年／1873- 東書文庫 『文部省掛図総覧 2』、19 
9 衣喰住之内家職幼繪解ノ圖 9 第一 [鍛冶屋]  二代歌川国輝 明治 6年／1873- 東書文庫 『文部省掛図総覧 2』、20 
10 衣喰住之内家職幼繪解ノ圖 10 第二 [畳屋]  二代歌川国輝 明治 6年／1873- 東書文庫 『文部省掛図総覧 2』、21 




衣喰住之内家職幼繪解ノ圖 12 第五 [植木屋・
左官（上塗り）] 




13 衣喰住之内家職幼繪解ノ圖 13 第六 [建具屋]  二代歌川国輝 明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、24 
14 
衣喰住之内家職幼繪解ノ圖 14 第七・六 [石工・
水縄] 
 二代歌川国輝 明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、25 
15 
衣喰住之内家職幼繪解ノ圖 15 第九 [造作づく
り] 




 二代歌川国輝 明治 6年／1873- 東書文庫 『文部省掛図総覧 2』、27 
17 
衣喰住之内家職幼繪解ノ圖 17 十四 [左官（下
塗り）] 
 二代歌川国輝 明治 6年／1873- 東書文庫 『文部省掛図総覧 2』、28 
18 衣喰住之内家職幼繪解ノ圖 18 十五 [瓦屋]  二代歌川国輝 明治 6年／1873- 筑波大学付属図書館 『文部省掛図総覧 2』、29 
19 
衣喰住之内家職幼繪解ノ圖 19 一六 [瓦・煉瓦
の製法] 
 二代歌川国輝 明治 6年／1873- 東書文庫 『文部省掛図総覧 2』、30 
20 
衣喰住之内家職幼繪解ノ圖 20 十八・十九・二十 
[鬼瓦・煉瓦の製法] 
 二代歌川国輝 明治 6年／1873- 東書文庫 『文部省掛図総覧 2』、31 
21 農林養蚕図 1 [稲の生育方と用] 1  
 
明治 6年／1873- 筑波大学付属図書館 『文部省掛図総覧 2』、32 
22 農林養蚕図 2 [稲の生育方と用] 2  
 
明治 6年／1873- 筑波大学付属図書館 『文部省掛図総覧 2』、33 
23 農林養蚕図 3 [稲の生育方と用] 3  
 
明治 6年／1873- 東書文庫 『文部省掛図総覧 2』、34 
24 農林養蚕図 4 [稲の生育方と用] 4  
 
明治 6年／1873- 東書文庫 『文部省掛図総覧 2』、35 
25 農林養蚕図 5 [稲の生育方と用] 5  
 
明治 6年／1873- 東書文庫 『文部省掛図総覧 2』、36 
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26 農林養蚕図 6 茶植付の図   二代歌川国輝 明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、37 
27 農林養蚕図 7 茶摘の図   二代歌川国輝 明治 6年／1873- 大家書房 『文部省掛図総覧 2』、38 
28 農林養蚕図 8 茶を製す図   二代歌川国輝 明治 6年／1873- 大家書房 『文部省掛図総覧 2』、39 
29 農林養蚕図 9 蕨の製法   二代歌川国輝 明治 6年／1873- 国立国会図書館 『文部省掛図総覧 2』、40 
30 農林養蚕図 10 蕨の用   二代歌川国輝 明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、41 
31 農林養蚕図 11 杉の生育法   二代歌川国輝 明治 6年／1873- 国立国会図書館 『文部省掛図総覧 2』、42 
32 農林養蚕図 12 杉の苗仕立方   二代歌川国輝 明治 6年／1873- 国立国会図書館 『文部省掛図総覧 2』、43 
33 農林養蚕図 13 杉の用   二代歌川国輝 明治 6年／1873- 国立国会図書館 『文部省掛図総覧 2』、44 
34 農林養蚕図 14 養蚕と蕨の用 1  
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、45 
35 農林養蚕図 15 養蚕と蕨の用 2  
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、46 
36 農林養蚕図 16 養蚕と蕨の用 3  
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、47 
37 ［教訓道徳図］1 早朝の掃除   
 
明治 6年／1873- 国立国会図書館 『文部省掛図総覧 2』、48 
38 ［教訓道徳図］2 勉強する童男   
 
明治 6年／1873- 筑波大学付属図書館 『文部省掛図総覧 2』、49 
39 ［教訓道徳図］3 勉強する家内   
 
明治 6年／1873- 筑波大学付属図書館 『文部省掛図総覧 2』、50 
40 ［教訓道徳図］3 出精する家内   
 
明治 6年／1873- 東書文庫 『文部省掛図総覧 2』、51 
41 ［教訓道徳図］5 心切なる童女   
 
明治 6年／1873- 筑波大学付属図書館 『文部省掛図総覧 2』、52 
42 ［教訓道徳図］6 小盗する者   
 
明治 6年／1873- 筑波大学付属図書館 『文部省掛図総覧 2』、53 
43 ［教訓道徳図］7 狡戯をなす童男   
 
明治 6年／1873- 東書文庫 『文部省掛図総覧 2』、54 
44 ［教訓道徳図］8 争闘を好む童男   
 
明治 6年／1873- 東書文庫 『文部省掛図総覧 2』、55 
45 ［教訓道徳図］9 粗暴の童男   
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、56 
46 ［教訓道徳図］10 難澁者を辱ムル童男   
 




47 ［教訓道徳図］11 疎漏より出来する怪我   
 
明治 6年／1873- 東書文庫 『文部省掛図総覧 2』、58 
48 









［西洋器械発明家図］2 [英国 阿克来 アークライ
ト (紡棉機）]  
 
 
明治 6年／1873- 国立国会図書館 『文部省掛図総覧 2』、60 
50 









［西洋器械発明家図］4 [英国 維廉・李 ウィリア








［西洋器械発明家図］5 [英国 戊・喜斬可土 ヒー
スコート (綿帯織機）]  
 
 
明治 6年／1873- 国立国会図書館 『文部省掛図総覧 2』、63 
53 



































57 ［西洋器械発明家図］10 [仏国巴律西パリシー  
 
明治 6年／1873- 国立教育研究所付属 『文部省掛図総覧 2』、68 
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明治 6年／1873- 国立国会図書館 『文部省掛図総覧 2』、73 
63 ［数理図］1基数   
 
明治 6年／1873- 筑波大学付属図書館 『文部省掛図総覧 2』、74 
























68 ［数理図］6[貨幣]   
 




69 ［木挺・滑車図］1[木梃] 1   
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、80 
70 ［木挺・滑車図］2[木梃] 2   
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、81 
71 ［木挺・滑車図］3[木梃] 3   
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、82 
72 ［木挺・滑車図］4[木梃] 4   
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、83 
73 ［木挺・滑車図］5[木梃] 5   
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、84 
74 ［木挺・滑車図］6[木梃] 6   
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、85 
75 ［木挺・滑車図］7[滑車] 1   
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、86 
76 ［木挺・滑車図］8[滑車] 2   
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、87 
77 ［木挺・滑車図］9[輪軸(１)]   
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、88 
78 ［木挺・滑車図］10[輪軸(２)]   
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、89 
79 ［木挺・滑車図］11[斜面] 1   
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、90 
80 ［木挺・滑車図］12[斜面] 2   
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、91 
81 ［木挺・滑車図］13[楔] 1   
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、92 
82 ［木挺・滑車図］14[楔] 2   
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、93 
83 ［木挺・滑車図］15[螺旋] 1   
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、94 
84 ［木挺・滑車図］16[螺旋] 2   
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、95 
85 ［空気浮力図］1 [空気と水]   
 
明治 6年／1873- 筑波大学付属図書館 『文部省掛図総覧 2』、96 
86 ［空気浮力図］2 [浮力]   
 
明治 6年／1873- 東書文庫 『文部省掛図総覧 2』、97 










89 ［器械体操組立図］1 [器械体操組立図] 1   
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、100 
90 ［器械体操組立図］2 [器械体操組立図] 2   
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、101 
91 ［器械体操組立図］3 [器械体操組立図] 3   
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、102 
92 [馬車組立図]1[馬車組立て図] 1   
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、103 






94 [馬車組立図]3[馬車組立て図] 3   
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』、105 






































101 ［西洋人形着せ替図］7 [西洋人形着せ替え図] 7   
 
明治 6年／1873- 国立国会図書館 『文部省掛図総覧 2』、112 









































109 『文部省発行教育錦絵』「養蚕と蕨の用 1」部分  
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』 





111 『文部省発行教育錦絵』［稲の成育法と用 1］部分  
 
明治 6年／1873- 筑波大学付属図書館 『文部省掛図総覧 2』 







113 「文部省－錦絵」［養蚕と蕨の用 1］部分  
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』 
114 「文部省－錦絵」［養蚕と蕨の用 2］部分  
 
明治 6年／1873- 東京都立中央図書館 『文部省掛図総覧 2』 
115 「幼女禮式教育之圖」 37×25 楊洲周延 
 
筑波大学付属図書館 筆者撮影 
116 「女禮式略圖」 38×25 楊洲周延 
 
筑波大学付属図書館 筆者撮影 
117 「女禮式給仕之圖」 36×26 楊洲周延 明治 23年／1890 筑波大学付属図書館 筆者撮影 
118 「女禮式教育壽語録」  楊洲周延 
 
筑波大学付属図書館 筆者撮影 














嘉永 5年／1852 ボストン美術館 ボストン美術館検索システム 
122 天目山勝頼討死ノ図 36.4×24.7 二代歌川国綱 文久元年／1861 ボストン美術館 ボストン美術館検索システム 
123 [相撲絵］  二代歌川国輝 文久 6年／1866 ボストン美術館 ボストン美術館検索システム 
124 「日本橋従高輪之風景子供あそび纏固図小」 37.8 ×25.6 二代歌川国輝 文久 3年／1863 江戸東京博物館 江戸博収蔵品検索システム 




126 「古今珍物集覧」  二代歌川国輝 明治 5年／1872 東京国立博物館 東京国立博物館画像検索 
127 百科全書重学１  後藤達三訳 明治 11年／1878 国立国会図書館 
『百科全書』「重学」（国立国会
図書館蔵／ＹＤＭ102589） 




129 Chambers's Information for the People  




Chambers’s Information for 


























1842年、1863年 国立国会図書館 同上 
133 (b) 文部省『百科全書』23頁  
文部省、ウィリ
ー編訳 
1842年、1863年 国立国会図書館 同上 
134 (b) 文部省『百科全書』37頁  
文部省、ウィリ
ー編訳 
1842年、1863年 国立国会図書館 同上 
135 図 76再掲  
    
136 (b)-(c) 文部省『百科全書』34頁  
文部省、ウィリ
ー編訳 
1842年、1863年 国立国会図書館 同上 
137 (b) 文部省『百科全書』46頁  
文部省、ウィリ
ー編訳 
1842年、1863年 国立国会図書館 同上 
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138 (b) 文部省『百科全書』46頁  
文部省、ウィリ
ー編訳 
1842年、1863年 国立国会図書館 同上 
139 (b)-(d) 文部省『百科全書』50-51頁  
文部省、ウィリ
ー編訳 







1842年、1863年 国立国会図書館 同上 
141 「文部省製本所発行記」印 2×2 
 









史』第 5輯 頁数無し 





史』第 6輯 頁数無し 
144 湯島聖堂大成殿（現在）  
   
筆者撮影 
145 「大日本物産図絵」 18.0×25.6 三代歌川広重 明治 10年／1877 筑波大学付属図書館 筆者撮影 
146 「外国人男女子供遊」 大判 歌川芳員 万延元年／1860 国立国会図書館 近代デジタルライブラリー 




148 『童児諸禮躾方往来』  十返舎一九 文化 12年／1815 講堂文庫蔵 『往来物大系』 






























153 九代目市川団十郎の活歴装束  
 
明治 32年／1899 国立劇場 国立劇場ウェブサイト 




155 「新富座本普請落成秋狂言看客群集図」 大判三枚続き 
四代目歌川国
政 
明治 11年／1878 東京都立中央図書館 文化庁デジタルライブラリー 
156 新富座落成時の外観  
  
個人蔵 明治大正プロジェクト 
157 「藤原保昌月下弄笛図」 大判三枚続き 月岡芳年 明治 16年／1883 国立国会図書館 
近代デジタルライブラリーNo.本
別 7-93 





159 「都百景大伝鐘」 大判 
歌川芳豊 
（北水）   
『凧大百科 日本の凧・世界の
凧』 


















163 「芝愛宕山吉例毘沙門の使」 大判 安藤広重 
 
国立国会図書館 近代デジタルﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ 























169 凧下絵「鯉金」  
   
『凧大百科 日本の凧・世界の
凧』 



























































183 『文部省発行教育錦絵』「蕨の製法」（図 29再掲）  
 
明治 6年／1873- 国立国会図書館 『文部省掛図総覧 2』 
184 『広益国産考 4』「蕨粉を製する圖」  大蔵永常 明和 5年／1768 国立国会図書館 近代デジタルライブラリー 
185 『広益国産考 4』「蕨」  大蔵永常 明和 5年／1768 国立国会図書館 近代デジタルライブラリー 















189 『西洋事情』  福沢諭吉 慶應 2年／1866 
国立教育研究所付属
教育図書館  






191 『小学読本』口絵、「貨幣」  東京師範学校 明治 6年／1873- 
国立教育研究所付属
教育図書館  








193 獣類一覧 74×57 服部雪斎 明治 6年／1873 玉川大学教育図書館 
玉川大学教育図書館ウェブサ
イト 





195 「調練双六」  文部省 
  
『図説 近代百年の教育』 
196 鍛工就業の図  
  
大阪市立愛殊幼稚園 『幼稚園教育史』 















令全書』第 7冊、明治 5年 









・ 『文部省第四年報』第一冊、明治 9年（国立国会図書館館内デジタル閲覧） 
・ 文部省『百科全書』ウィルレム・チャンブル、 ロベルト・チャンブル 編、明 9
－16 年刊（国立国会図書館マイクロフィッシュ、分類 特 29－365、原本代替記
号 YDM102589 ) 
・ 文部省『学制百年史』帝国地方行政学会、昭和 47年 





・ 岸上操編『近古文藝 温故叢書第六編』博文館 明治 24年 
・ 関根金四郎『本朝浮世絵名家詳伝』萩原新陽館、（国立国会図書館蔵）明治 33
年 2版 
・ 藤懸静也『浮世絵』雄山閣、大正 13年 
・ 井上和雄『浮世絵師伝』渡辺庄三郎刊、昭和 6年 
・ 織田一磨『浮世絵と挿絵芸術』萬里閣、昭和 6年 
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・ 西村先生伝記編纂会編『泊翁西村茂樹伝 上巻』日本弘道会、昭和 8年 
・ 教育史編纂会編『明治以降教育制度発達史第 1 巻』教育資料調査会、昭和 13年 
・ 玉林晴朗編「歌川系圖」、飯島虚心『浮世絵師歌川列伝』畝傍書房、昭和 16年 
・ 西村貞『日本銅版画志』書物展望社、昭和 16年 
・ 東洋文化協会編『幕末明治大正 回顧八十年史 第 5輯～第 8輯』東洋文化協会、
昭和 17年 
・ 樋口弘『幕末明治開化期の錦絵版畫』味燈書屋、昭和 18年 
・ 石井研堂著・明治文化研究会編『明治事物起源 上巻』春陽堂、昭和 19年 
・ 文部省編『文部省刊行物制作便覧』教育出版、昭和 27年 
・ 東京書籍株式会社社史編集委員会『教科書の変遷－東京書籍五十年の歩み』東京
書籍、昭和 34年 
・ 興津要『転換期の文学－江戸から明治へ－』早稲田大学出版部、昭和 35年 
・ 小野忠重『版画―近代日本の自画像―』岩波書店、昭和 36年 
・ 西村貞、藤沢衛彦『日本版画美術全集 第 6巻』講談社、昭和 36年 
・ 柳田泉『明治文学研究 第五巻 明治初期翻訳文学の研究』春秋社、昭和 36年 
・ 土屋忠雄「「学制」以前の動き」『明治前期教育政策史の研究』講談社、昭和 37
年 




・ 遠藤元男『日本職人史』雄山閣、昭和 42年 
・ 金子照基「第一章 明治初期教育政策のイデオロギー的背景」『明治初期教育行
政史研究』風間書房、昭和 42年 
・ 唐澤富太郎『図説 近代百年の教育』国土社、昭和 42年 
・ 唐沢富太郎『図説 明治百年の児童史』講談社、昭和 42年 
・ 杉村武『近代日本大出版事業史』出版ニュ－ス社、昭和 42年 
・ 福鎌達夫『明治初期百科全書の研究』風間書房、昭和 43年 
・ 牧野吉五郎『明治期啓蒙教育の研究』御茶の水書房、昭和 43年 
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・ 「新編武蔵風土記稿 巻之 24 葛飾郡 5」文化 7－文政 13年成立。林述斎編『新
編武蔵風土記稿一』、歴史図書社、昭和 44年 
・ 森銑三「国周とその生活」『明治人物夜話』東京美術、昭和 44年 
・ 小野忠重『近代日本の版画』昭和 49年新装版（初版昭和 46年）、三彩社 
・ 樋口弘『浮世絵の流通、蒐集、研究、発表の歴史－「浮世絵文献目録」別冊付録』
味燈書屋、昭和 47年 
・ 東京国立博物館編『東京国立博物館百年史』第一法規出版、昭和 48年 
・ 藤懸静也『増訂浮世絵』雄山閣、昭和 48年 
・ 町田甲一『概説日本美術史』吉川弘文館、昭和 48年 
・ 梅根悟監修・世界教育史研究会編『世界教育史大系 21・幼児教育史』講談社、
昭和 49年 
・ 吉田漱『浮世絵の基礎知識』雄山閣、昭和 49年 
・ 石山洋解説『江戸科学古典叢書六 七十一番職人歌合／職人尽絵／彩画職人部類』
恒和出版、昭和 52年 
・ 梅野悟監修『世界教育史大系 34』深谷昌志「女子教育史」講談社、昭和 52年 




・ 石川松太郎『藩校と寺子屋』教育社、昭和 53年 
・ 外山卯三郎「第九章 創作版画の抬頭と版画芸術の展開」『日本洋画史』日貿出
版社、昭和 53年 
・ 橋本禎造・きよ・喜多川周之『江戸凧三代』徳間書店、 昭和 53年 
・ 海後宗臣、仲新『東書選書 43 教科書でみる近代日本の教育』東京書籍、昭和
54年 
・ 由良哲次『総校日本浮世絵類考』画文堂、昭和 54年 
・ 朝倉治彦解説「鍬形蕙斎画「職人尽絵詞 三巻」東京国立博物館蔵」『江戸職人
づくし』岩崎美術社、昭和 55年 
・ 磯崎康彦『亜欧堂田善の研究』雄松堂書店,、昭和 55年 
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・ 倉橋惣三、新庄よしこ『日本幼稚園史』臨川書店、昭和 55 年新訂版（原著フレ
ーベル館、昭和 31年刊） 
・ 斎藤忠夫『江戸凧絵史』グラフィック社、昭和 55年 




・ 佐藤秀夫『明治前期文部省刊行誌集成』歴史文献、昭和 56年 
・ 利根啓三郎『寺子屋と庶民教育の実証的研究』雄山閣出版、昭和 56年 
・ 鈴木重三『浮世絵八華 国芳』平凡社 昭和 60年 
・ 斎藤忠夫『凧の民俗誌 種類・由来・慣習』未来社、昭和 61年 
・ 佐藤秀夫・中村紀久二編「解題」『文部省掛図総覧二』東京書籍、昭和 61年 
・ 牧野吉五郎『近代日本教育史研究序説』津軽書房、昭和 62年 
・ 石川松太郎『往来物の成立と展開』雄松堂出版、昭和 63年 
・ 多木浩二『天皇の肖像』岩波新書、昭和 63年 






・ 稲垣進一編『図説 浮世絵入門』河出書房新社、平成 2年初版、平成 23年新装
版 
・ 細谷俊夫ほか編「教育統計；学齢児童・生徒の就学状況；32.学齢児童・生徒；











・ 辻惟雄編『幕末・明治の画家たち 文明開化のはざまに』ぺりかん社、平成 4年 
・ 中村紀久二『教科書の社会史－明治維新から敗戦まで－』岩波新書、平成 4年 
・ 江戸子ども文化研究会編『浮世絵のなかの子どもたち』くもん出版、平成 5年 
・ 木下直之『美術という見世物』平凡社、平成 5年 
・ 山口桂三郎「江戸の庶民文化の行楽と旅」『名品揃物浮世絵 12 広重Ⅲ』ぎょう
せい、平成 5年 
・ 小林忠、大久保純一『浮世絵の鑑賞基礎知識』美術出版社、至文堂、平成 6年 
・ 佐藤誠朗『幕末維新の民衆世界』岩波新書、平成 6年 
・ 辻惟雄、大久保純一『原色日本の美術 18 浮世絵』小学館、平成 6年 
・ 日本随筆大成編輯部編『日本随筆大成 新装版〈第二期〉11』吉川弘文館、平成
6年 
・ 田中英道『日本美術全史』講談社、平成 7年 
・ 東京国立文化財研究所編『明治期万国博覧会美術品出品目録』中央公論美術出
版、平成 9年 
・ 青木茂監修『近代日本版画の諸相』中央公論美術出版、平成 10年 
・ 小林忠監修『カラー版 浮世絵の歴史』平成 10年、美術出版社 
・ 総合女性史研究会編『日本女性史論集 6 女性の暮らしと労働』吉川弘文館、平
成 10年 
・ 佐藤道信『明治国家と近代美術』吉川弘文館、平成 11年 
・ 下川耿史編・家庭総合研究会『明治・大正家庭史年表』河出書房新社、平成 12
年 







術研究(錦絵特集 論文編)』、平成 14年 
・ 小林忠『江戸浮世絵を読む』ちくま新書、平成 14年 
・ 永田生慈監修・解説『北斎漫画 第 1巻－第 3巻』東京美術、平成 14年 
・ 田中彰『明治維新と西洋文明－岩倉使節団は何を見たか－』岩波新書、平成 15
年 















・ 仮名垣魯文『名聞面赤本』（嘉永 2年）、『増補 私の見た明治文壇 1』「稗史
年代記の一部」所収、東洋文庫 759、平凡社、平成 19年 
・ 浅野秀剛『菱川師宣と浮世絵の黎明』東京大学出版会、平成 20年 
・ 大久保純一『カラー版 浮世絵』岩波書店、平成 20年 
・ 五十殿利治『観衆の成立―美術展・美術雑誌・美術史』東京大学出版会、平成 20
年 
・ 瀬木慎一『瀬木慎一の浮世絵談義』毎日新聞社、平成 20年 
・ 岩切信一郎『明治版画史』吉川弘文館、平成 21年 
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・ 菅原真弓『浮世絵版画の 19世紀』ブリュッケ、平成 21年 
・ 浅野秀剛『浮世絵は語る』講談社現代新書、平成 22年 
・ 田辺昌子監修『カラー版 徹底図解 浮世絵』新星出版、平成 23年 
・ 内藤正人『勝川春章と天明期の浮世絵美人画』東京大学出版会、平成 24年。 
・ 三好信浩『日本女子産業教育史の研究』風間書房、平成 24年 
・ 大久保純一氏『浮世絵出版論 大量生産、消費される〈美術〉』吉川弘文館、平
成 25年 
・ 沢山美果子『近代家族と子育て』吉川弘文館、平成 25年 
・ 高木凛『最後の版元: 浮世絵再興を夢みた男・渡邊庄三郎』講談社、平成 25年 
・ 辻惟雄『辻惟雄集 第 1巻「かざり」の美術 』岩波書店、平成 25年 














書－： 筑波大学附属図書館特別展目録』経葉社、平成 9年 
・ 土浦市立博物館編『土浦市立博物館第 20 回特別展図録 幼稚園誕生－土浦幼稚
園と明治期の教育玩具－』土浦市立博物館、平成 10年 







・ 柿﨑博孝「館蔵資料の紹介 教草 第 12 葛粉一覧」『全人』NO.661、玉川大学













・ 澤田章『日本画家辞典』紀元社、昭和 2年 
・ 楢崎宗重「職人尽絵の注目すべき新資料に関連して」『浮世絵芸術』9 号、9－
12頁、昭和 40年。 
・ 吉田暎二『浮世絵辞典〈上巻〉』緑園書房、昭和 40年 
・ 小野忠重『版画事典』ダヴィッド社、昭和 46年 
・ 原色浮世絵大百科事典編集委員会『原色浮世絵大百科事典』大修館書店、昭和 55
－57年 








二巻 浮世絵師』大修館書店、昭和 57年 
・ 細谷俊夫等編『新教育学大事典』第一法規出版、平成 2年 
・ 比毛一朗『凧大百科 日本の凧・世界の凧』美術出版社、平成 9年 
・ 上田正昭・西澤潤一・平山郁夫・三浦朱門監修『日本人名大辞典』講談社、平成
13年 
・ 木村陽二郎「田中芳男」『日本近現代人名辞典』吉川弘文館、平成 13年 
・ 『近代日本総合年表』岩波書店、平成 13年 
・ 藤澤茜「二代歌川国輝」項、日本浮世絵学会編『浮世絵大事典』東京堂出版、平
成 20年 
・ 日外アソシエ－ツ編・刊『美術家人名事典』平成 21年 
 
5. 雑誌、論文集 
・ 『風俗画報 第百号』東陽堂、明治 28年 10月 
・ 『明治文化 新旧時代 第一年第一冊』明治文化研究会 大正 14年 2月 
・ 『明治文化 新旧時代 第一年第十冊』大正 14年 12月 
・ 『明治文化 新旧時代 第一年第十一・十二冊』大正 15年 2月 
・ 『明治文化 新旧時代 第二年第九冊』大正 15年 12月 





・ 林美一「国貞と国芳について」『浮世絵芸術』13号、日本浮世絵協会 昭和 41
年 
・ 肥田晧三「立版古考」『浮世絵芸術』12号、日本浮世絵協会、昭和 41年 
・ 山口寛子「就学前教育学文献目録（日本の部）」『教育学研究』第 35 巻 第 3
号日本教育学会、昭和 43年 9月。 
・ 吉田漱・千頭泰共編「楊洲周延論・同錦絵目録〈未定稿〉」、「楊洲周延・錦絵














395号、昭和 59年 2月 
・ 矢治佑起「『幼学綱要』に関する研究－明治前期徳育政策史上における意味の検
討」『日本の教育史学 教育史学会紀要』33号、平成 2年 
・ 夏雨「明治期修身教科書の研究－『小学修身訓』を通して－」『東北大学教育学
部研究集録』21号、平成 2年 







・ 菅原真弓「月岡芳年歴史画考」『美術史』141号、美術史学会、平成 8年 
・ イラストレイテド・ロンドンニュース刊行会編『イラストレイテド・ロンドンニ
ュース』第 1－41回配本、柏書房、平成 9－平成 23年 




















平成 14年 2月、93-107頁 
・ リチャード・ルビンジャー「明治期日本の非識字率について」『人文学報』




誕生前史」『日本人形玩具学会誌』第 17号、平成 18年 
・ ヒロコ・ジョンソン著／植田彩芳子訳「ワ－グマンとベアトによる幕末画像資料
と錦絵新聞」『浮世絵芸術』151号、国際浮世絵学会、平成 18年 




けの変遷－『創価大学研究紀要』第 28集、創価大学大学院、平成 19年 
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・ 西和夫「明治六年の住宅建設絵解き」『神奈川大学 21世紀 COEプログラム「人
類文化研究のための非文字資料の体系化」研究成果報告書 非文字資料から人類

































・ Timothy T. Clark, “Some preparatory drawings by Yoshitoshi and their 
relationship to history painting of Meiji Era,” Ukiyoe-art, International 
Ukiyo- e Society, 2001, ⅰ-, （『浮世絵芸術』138号、国際浮世絵学会、平成
13年）. 
・ William and Robert Chambers, Chambers’s Information for the People, Vol. 
1-2, New and improved edition, Edinburgh, 1874-75, 5th ed., rpt. Eureka 













・ MUSEUM OF FINE ARTS, BOSTON（https://www.mfa.org/） 





第 2章 第 2節 「楊洲周延「女礼式図」に見る近代女子教育観」『筑波大学付属図
書館所蔵明治期女禮式浮世絵調査報告論文集』筑波大学日本美術史研究室、
平成 25年、7-15頁 
第 3章 第 1節 「「文部省発行錦絵」の研究」『日本美術研究』第 2号、筑波大学




 第 2節 「錦絵凧における国芳風武者絵の画題伝播」『芸術学研究』7号、
筑波大学人間総合科学研究科発行、平成 15年、183-192頁（岡野） 
第 4章 第 1・2節 「明治初期歌川派と「文部省発行錦絵」――二代国輝の墓碑を
巡って」『筑波大学芸術学研究誌 藝叢』28号、筑波大学大学院人間総合
科学研究科芸術学研究室発行、平成 25年、11-21頁 
第 5章 第 1節 「「文部省発行錦絵」の典拠に関する一考察」『芸術学研究』16
号、筑波大学大学院人間総合科学研究科博士後期課程芸術専攻発行、平成
23年、101－110頁（一部、第 4章第 3節） 
第 6章 第 1・3・4節「近代教育錦絵における絵師選定―「文部省発行錦絵」及び
『教草』をめぐって―」『筑波大学芸術学研究誌 藝叢』27号、筑波大学
大学院人間総合科学研究科芸術学研究室発行、平成 24年、15–23頁 
第 7章 「近代教育錦絵における儒教的徳目の主題」『科学研究費課題 21320027「礼
拝空間における儒教美術の総合的研究」論文集』筑波大学日本美術史研究室
発行、平成 24年、113‐122頁 























ポートランド美術館 The Portland Art Museum 
メアリー・レッドファーンMary Redfern 
アブラム・ヤコブ・ランダウ Avram Jacob Landau  
 
